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◆
肥
薩
線
の
八
代

 
 

 
 

 

～
人
吉
間
が
開
通 

 
 

 

し
て
今
年
は
ち
ょ 

 
 

 

う
ど
百
年
。
昨
年 

 
 

 

十
月
の
本
欄
で
も

触
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
い

ろ
ん
な
物
資
は
長
い
間
、

鉄
道
で
輸
送
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
新
聞
も
そ
う
で
す

◆
多
良
木
販
売
セ
ン
タ
ー

の
ル
ー
ツ
に
あ
た
る
当
時

の
人
吉
店
は
、
鉄
道
開
通

以
前
に
球
磨
川
を
船
、
街

道
を
馬
車
や
大
八
車
で
運

ん
で
い
た
と
い
う
記
録
が

残
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
世
界
の
情
報
が
瞬
時

に
手
に
入
る
現
代
と
は
異

次
元
の
世
界
◆
そ
う
し
た

手
間
や
時
間
を
か
け
な
が

ら
球
磨
盆
地
に
届
く
新
聞

は
、
貴
重
な
情
報
源
と
し

て
多
く
の
人
た
ち
の
支
持

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
自

分
の
目
で
確
か
め
、
考
え

る
新
聞
の
特
性
は
今
後
も

不
滅
で
す
◆
物
流
の
手
段

と
し
て
は
鉄
道
は
後
退
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
く
ま

川
鉄
道
で
ウ
ン
ス
ン
カ
ル

タ
を
楽
し
む
列
車
が
テ
ス

ト
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
報

じ
ら
れ
ま
し
た
。
優
雅
な

鉄
道
の
旅
は
新
た
な
活
路

を
見
出
せ
る
ヒ
ン
ト
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
◆

六
月
に
は
肥
薩
線
百
年
の

記
念
列
車
も
計
画
さ
れ
て

い
る
と
か
。
た
ま
に
は
列

車
の
窓
か
ら
風
景
や
季
節

の
変
化
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
て
み
ま
す
か
。
今
年

最
初
の
「
も
ぞ
か
」
で
初

夢
み
た
い
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。 

 
 

（
Ｘ
） 

あさぎり町岡原地区新成人の皆さん 新成人の主張で話す石尾まりさん 

１
月
４
日(

金
）
に
あ
さ
ぎ
り
町
で
２
５
９
名
、
１
月
５
日

(

土
）
に
多
良
木
町
で
１
５
０
名
が
新
成
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
た
な
権
利
を
得
る
と
同
時
に
、
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て

下
さ
い
。 

 

新
成
人
５
人
の
抱
負
を
尋
ね
ま
し
た
。 

（
宮
原
志
穂
さ
ん
の
書
） 

 

１
月
２１

日
あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
の
特
別
養
護
施
設
「
黒 

原
荘
」
（
施
設
長
・
国
滝
武
夫
さ
ん
）
に
ガ
ス
炊
飯

器
、
２２

日
多
良
木
町
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト 

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
若
葉
園
」
（
代
表
取
締
役
・
久
保
田
譲
二
さ

ん
）
に
ハ
ン
ド
型
メ
ガ
ホ
ン
を
熊
本
善
意
銀
行
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
地
区
の
熊
日
販
売
セ
ン
タ
ー
の
小
出
忠
紹
店
主
が 

代
理
と
し
て
両
施

設
を
訪
れ
て
贈
呈

式
を
行
い
ま
し

た
。 

 

黒
原
荘
栄
養
士

の
田
口
美
和
さ
ん

は
、
「
ま
さ
か
炊

飯
器
を
頂
け
る
と

は
」
と
び
っ
く
り

さ
れ
、
「
こ
れ
ま

で
の
炊
飯
器
は
大

き
す
ぎ
て
少
し
炊

く
と
あ
ま
り
良
く

た

け

な
か
っ

た

が
、
こ
れ
で
美
味
し

い

ご

飯

が

炊

け

ま

す
」
と
大
層
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
葉
園
事
務
長

の
松
浦
正
剛
さ
ん
は
「
非
常
用
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に

使
用
し
た
い
。
２
月
な
っ
て
暖
か
い
日
に
メ
ガ
ホ
ン
を

使
っ
て
避
難
訓
練
を
や
り
た
い
」
と
話
さ
れ
、
「
皆
様

の
善
意
で
頂
け
ま
し
た
」
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

善
意
銀
行
と
は 

 

県
民
の
皆
様
の
尊
い
善
意
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た

金
銭
、
物
品
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
と
り
ま
と

め
、
社
会
福
祉

施

設
、
地

域

福
祉
、
恵
ま

れ
な
い
方
々

の
た
め
に
払

い
出
し
て
い

ま
す
。 

（
ハ
ン
ド
型 

メ
ガ
ホ
ン
を

持
つ
介
護
士

の
嶋
田
栄
子

さ
ん
と
事
務

長
の
松
浦
正

剛
さ
ん
） 

雪
を
被
っ
た
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実 

 
 

宮
原
志
穂
さ
ん 

 

 

多
良
木
町
久
米 

 

社
会
人
に
な
り
２
年
目
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
面
も
多
く
感
じ
ら
れ

る
の
で
、
２０

歳
に
な
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
少
し
づ
つ
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

中
村
美
喜
さ
ん 

 

 

多
良
木
町
多
良
木 

 

ま
だ
学
生
で
社
会
に
出
る
ま

で
、
あ
と
２
年
あ
り
ま
す
が
、
社

会
に
出
た
時
に
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

  

中
神
英
章
さ
ん 

 

 

多
良
木
町
多
良
木 

 

社
会
に
出
て
ま
だ
２
年
目
で
す

が
、
自
分
の
中
で
足
り
な
い
部
分

が
、
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
節
目
に
自
分
を
活
か

し
な
が
ら
進
化
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

  
清
田
雄
司
さ
ん 

 

 

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
南
（
永
岡
） 

 

現
在
大
学
で
は
弓
道
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
あ
と
２
年

間
、
学
業
に
も
励
み
、
大
学
生
活

を
頑
張
り
た
い
で
す
。 

  

宮
原
春
奈
さ
ん 

 

 

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
南
（
福
留
） 

 

社
会
人
と
し
て
、
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
先
輩
達
に
鍛
わ
れ
な

が
ら
、
毎
日
寝
坊
し
な
い
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 



「もぞか」平成２０年１月（毎月・発行）１７７号 

 多良木町黒肥地、那須繁さん(56)は２年くらい前から木酢液作り

に取り組んでおられます。 

 那須さんは、林業や土木の仕事に従事されていて、暇なときに広

葉樹を利用して炭を焼き、木酢液を作っておられます。木酢液は環

境や生活に役立つことを知り取り組

まれたそうです。 

 濾過など問題は残りますが、生産

は順調で販売も始めておられます。

木酢液は病害虫防除や土壌改良効果

や入浴にも（アトピー性皮膚炎、か

ゆみなど）効果が出ています。ま

た、生ゴミ、下水、トイレなどの消

臭効果も優れています。 

 

お問い合せは那須グリー

ン 

電話４２－５００４ 

携帯０９０－１９２３－

３１５６                

 本校小・中学部では月に１回程度熊本県子ども読書応援プロジェ

クト「おはなしボランティア派遣事業」を活用して人吉の絵本読み

聞かせのボランティアの方に来校してもらっています。 

 今月は中学部の生徒に「西遊記」のお話をしてもらいました。中

学部では２月の学習発表会で「西遊記」を上演することになってい

ますので、みんな興

味 を 持 っ て ボ ラ ン

ティアの方に質問し

ながら話を楽しんで

いました。 

お知らせ 

 ２月１６日(土） 

１０：００～１４：

００ サンロードに

て高等部の作業学習

製 品 販 売 を 行 い ま

す。 

父：落合 満さん 母：落合 恵美さん 
【お母さんからのメッセージ】 

 離乳食は、残さず食べ元気いっぱいです。 

 私達の恒例の同窓会が先達て行われました。 

 毎年１月１５日（旧、成人式）を目安に開催して今年で４１回目

を数えます。昨年一同に古希を迎えた同志である戦前、戦中、戦後

を体験した仲間で振り返ってみると様々な出来事が思い出されてき

ます。毎年顔触れは変わらないが、皆と会って話し合うと昔の事が

つい先日の事の様に感じられ、親兄弟以上の親しみを感じます。こ

の感激をいつま

でも大切にしな

が ら、末 永 く 大

事にして行きた

いものです。 

 来年も再来年

も元気で！！ 

 

 原稿提供： 

 尾方誠也さん    

 「多良木町ボランティアわか草会育成協議

会」（会長：池本ケイコさん）の子ども達から

年賀状を受け取った、多良木町在住の高齢者の

方からメッセージを頂きました。 

 多良木町多良木の宮原イツ子さんは「１人暮

らしでずんだれとったけど、心温まる言葉を頂

き、また、若い人のエネルギーをもらい今年も

頑張ろうと思いま

した。」と感謝

の意を語られま

した。さらに、

多良木町黒肥地

の椎葉静雄さんは、「本当の孫からも

らったみたいで、とてもうれしいで

す。毎年頂くので、必ず１枚年賀状を

残しておき、お礼の年賀状を書いてい

ます」と話され「風邪などひかずに、

３学期も頑張って！」とエールを送ら

れていました。 

（写真は、椎葉静雄さん） 

  父：吉鶴 光太郎さん 母：吉鶴 緑さん 
【お母さんより】 

 もうすぐ保育園に通い始めます。笑顔が可愛い子供に育ってね！ 

吉
鶴

よ
し
ず
る 

杏
梨

あ

ん

り

ち
ゃ
ん 

平
成
１９
年
３
月
１４
日
生 

多
良
木
町
多
良
木 

落
合 

み
な
み
ち
ゃ
ん 

 

平
成
１９

年
４
月
１０

日
生 

 

多
良
木
町
久
米 
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